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市場 経 済移 行 へ の問題 点
以下に示す表2 は、最近、EBRD の経済調査局により行われた分析結果である。これは市場経済
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(note:I.Enterpriserestructuringとは、囮営企業 の民営化 のみならず、産業形態が経営内容を含めて、政府の補助金 に頼らず、 競争
















































































中 小 企 業 支 援 の た め の 技 術 援 助
ここでは、最近行 われたEBRD のプロジェ クト評価の結果 をふ まえて6)、中小企業育成と技術援助
の関係について考えてみたい。中央 アジアに対する技術援助 はEU( 欧州連合) がTACIS(technicalassistanceforcommonwealthofindependentstates)
プロ グラムーこれは特に前述のCIS 諸国を対
象－ を通じて、広範囲な技術援助 を行っている。TACIS のプログラムの範囲は調査、専門家 派遣、
技術者訓練等、多岐 にわたっている。EBRD はTACIS 資金 により、ウズベ キスタン、カザフスタン
の2 力国に対して、前述のSMEcreditline とは別 にEBRD による“直接投融資” を目的 として、
農業関連事業のプロジェクト発掘のため技術援助を最近数年間にわたり実施した。 これは農業の下
流部分、すなわち、農産品の加工流通 および輸出の分野が有望であ ると考 えられたためで、一件当
り1 千万ド ルの相当の資金供与 を想定した。 この目的のため、当該分野での現地のビジネスマン育
成およびプロジェクト発掘のため、各担当役所 の中に、ProjectPreparationUnit 以下PPU と呼ぶ)
が設置 された。EU とEBRD の間で合意されたPPU の事業内容(TermsofReference, 以下TOR と
呼ぶ) は次の通りである。(1)PPU の事務所の設置、(2)現地側スタッフの訓練、(3)農業セクターの全
体像 を示すセ クター報告書の作成、(4)有望 な案件の発掘 と投融 資促進、(5)具体的案件 のBusinessPlan
の作成。これらの目的のため、各PPU にEU 域内から選定されたコンサルタントが三人 程度各PPU
に派遣され、上記の業務が推進された。実施期間は1993 年から1995 年の間に行われ、ウズベ キ
スタンの場合 は1994年7 月から1995 年9 月 まで、カザフスタンは1994 年2 月から1995 年4 月 まで、
それぞれ約14 ヶ月の期間であった。PPU
に関する中間評価の結果、中央 アジアにおける問題点は農産物加工の分野では具体的案件の
スケールが小さく、EBRD が当初期待していた一件当り1 千万ドル相当の直接融資 または投資案件
が殆 どなかったことである。この問題 はその後、PPU によって発掘育成された案件を、前述のSMEcreditline
につなげることによって、EBRD としては、規模の小さな案件を如何に融資につなぐかと
いう制度上の問題 はある程度解決できることになった。PPU によって準備され、SMEcreditline に











































































世銀 、 ア ジ銀 の 教 訓 は参 考に なる か ？
次にアジア諸国で得られた教訓ははたして旧社会主義の中央アジアに役立つのか考えてみよう。
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